
重要海域抽出全体の作業計画と今年度の業務（アウトプット）について 

 
１．背景とこれまでの経緯 

 生物多様性の保全上重要な海域（重要海域）の抽出は、海洋基本計画、生物多様性国家

戦略 2010、及び海洋生物多様性保全戦略に位置づけられており、重要海域は、海洋保護区

の設定・管理やネットワーク化など海洋の生物多様性を保全する施策を推進するための基

礎となることが想定されている。 
これを受け、環境省では昨年度より重要海域抽出検討会を設置し、重要海域抽出の作業

を開始したところである。重要海域の抽出は、平成 23～25 年度の 3 ヵ年をかけて行うも

ので、昨年度は作業計画、作業上の原則や具体的手順（抽出基準等）を決定した。 

  
２．3 ヵ年の作業計画と本年のアウトプット 

 平成 24 年の本年度は重要海域の抽出作業の 2 ヵ年目にあたり、昨年度に定めた作業上

の原則や具体的手順を踏まえて、来年度に重要海域を決定できるように実質的な作業を進

める。本年のアウトプットとしては、①抽出基準別の情報図、及び②重要海域図（案）の

2 つである（詳細は後述）。 
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８つの抽出基準とその具体化の系列（平成 23 年度決定） 

 
 

■適用例（例） 
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■抽出基準 
 

1 唯一性又は希少性 

2 種の生活史における重要性 

3 絶滅危惧種等の生育/生息地 

4 脆弱性、感受性又は低回復性 

5 生物学的生産性 

6 生物学的多様性 

7 自然性 

8 典型性・代表性 

 

■ 利 用 予 定 デ ー
タ（例） 

 

○鳥類の固有種
（例：アホウドリ）
の分布データ 

○魚類の固有種
（例：ハゼ類）の分
布データ 
 

重要海域図作成 GIS（地理情報システ
ム）データ整備・解析準

重 要 海 域 抽 出 検 討 会  

・作業計画の決定 

・作業上の原則の決定 

・抽出基準の決定 

など 

・重要海域の決定 

・ 活 用 ・ 広 報 の 検

討 

GIS データ整備、ソフトウェアなど
による解析・レイヤー作成 

重ね合わせ検討 

アウトプット 
・抽出基準別の情報図 
・重要海域図（案） 

1-②種の唯一
の生息地等  

1-①固有種の
分布中心域 

1-③特異・希少
な生態系  

具体化  

具体化  
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○哺乳類の固有
種(例：ニホンアシ
カ）の分布データ 

 

GIS を用 

いたデー

タ重ね合

わせ等 



３．重要海域抽出検討会にむけての日程、進め方 

 本年度は、3 回の検討会を開催予定としている。また必要に応じて、検討委員へのヒア

リングや委員以外の専門家、有識者へのヒアリングも予定している。以下が検討会のスケ

ジュールと検討内容の案である。 

 
■第 1 回重要海域抽出検討会（8 月 21 日） 
 昨年度の重要海域抽出の手法を受けての具体的抽出作業の決定 
  ・抽出基準別情報図の使用データ、解析方法の検討 
  ・抽出基準別情報図のサンプル図の検討 

  
■第 2 回重要海域抽出検討会（11 月 29 日） 
  ・抽出基準別情報図の決定。 

・重要海域図（案）作成方法の検討 

 
■第 3 回重要海域抽出検討会（平成 25 年１月 30 日） 
  ・重要海域図（案）の検討、決定 

・カルテの整理方法の検討 など 

 


